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になり､ 昭和31年､ 小学２年の国語教科書 (大阪書
籍) に採用されたのが最初である｡ それ以降､ ｢か




う｣ もしくは ｢かさこじぞう｣ は､ 様々な人によっ
て再話されているにも関わらず､ 小学２年の国語教
科書に限って見れば､ 昭和51年以降､ いずれの出版
社も､ 岩崎京子再話の ｢かさこじぞう｣ を採用して
いるのである｡ 岩崎京子の ｢かさこじぞう｣ と他の
人による ｢かさ (こ) じぞう｣ に､ 何か違いがある
のか｡ あるとしたら､ その違いとは何か｡
本論では､ 2010年現在入手可能な ｢かさ (こ) じ
ぞう｣ のうち､ 次の①～⑨の絵本・紙芝居の比較検
討を試み､ 岩崎京子 ｢かさこじぞう｣ の独自性に迫
りたい｡
①かさこじぞう (絵本､ 1967､ ポプラ社)
文：岩崎京子 絵：新井五郎
②かさじぞう (絵本､ 1961､ 福音館)
文：瀬田貞二 絵：赤羽末吉
③かさじぞう (紙芝居､ 1973､ 童心社)
文：松谷みよ子 絵：まつやまふみお
④かさじぞう (絵本､ 1993､ ひかりのくに)
文：中島和子 絵：倉石琢也
⑤かさこじぞう (絵本､ 1998､ ポプラ社)
文：平田昭吾 絵：成田マキホ
⑥かさじぞう (紙芝居､ 1998､ 童心社)
文：川崎大治 絵：二俣英五郎
⑦かさじぞう (紙芝居､ 2000､ 教育画劇)
文：長崎源之助 絵：箕田源二郎
⑧かさじぞう (絵本､ 2009､ あかね書房)
文：山下明生 絵：西村敏雄
⑨かさじぞう (絵本､ 2009､ 岩崎書店)
文：広松由希子 絵：松成真理子
松谷みよ子には､ ③のほかに､ ｢かさじぞう｣ (絵
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２. 場面の比較




まが描かれ､ 次に２) 町へ向かう道中､ ３) 町での


































































































































































⑧では､ 六地蔵に ｢どうか､ かさがうれますよう






























交換したのである｡ なぜなら､ 出かける前に､ ばあ









































なくない｡ ①では ｢つぎはぎのてぬぐい｣､ ④では
｢つかいふるし｣ の手ぬぐい､ ⑥では ｢ちいと､ い
－ 13 －
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たんで｣ いる笠､ ⑦では ｢ふるいつぎはぎだらけの



















をなさいました｣､ ⑥ ｢おじぞうさまも､ さぞおよ
ろこびじゃろう｣ と､ おばあさんはえろう喜んでく
れた､ ⑦ ｢そりゃあ､ ええくどくしてきたな｣､ ⑧



























様ざまである｡ このかけ声は､ 聞き手・読者､ 特に
子どもの記憶に深く残るものである｡ それゆえか､
各本とも独自性を競っているかのようである｡
























けに､ じいさまが思わず ｢ここだ､ ここだ｣ と叫ん
－ 14 －
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でいる｡ ③では､ じいさまとばあさまは､ 恐ろしさ
のあまり耳をおさえてふるえていたとある｡ 残る①
の岩崎本では､ さきほどの ｢どこだ｣ の歌に対し､
ふたりはまったく反応していない｡ それにも関わら
ず､ 地蔵さまは､ ちゃんとじいさまの家の前で止ま
り､ 物資をおろして帰っていくのである｡ 実は､ ①
においても､ 以前は､ ｢ここだ､ ここだ｣ と叫ぶじ
いさまが描かれていたのである｡ ところが､ いつの
時点でか､ 叫ぶじいさまは削除され､ 現行の形になっ











は歌を歌う｡ その場面を､ 次に引用する｡ なお､ ⑨
広松本については､ 餅つきの場面の内容が､ 先行す
る①岩崎本と似通っており､ ①岩崎本を踏襲したも
のと見なしうる｡ したがって､ 以後､ ①岩崎本と③
松谷本に限って考察を加えることとする｡
①岩崎本
｢やれ やれ､ とうとう､ もちこ なしの とし





と､ いろりの ふちを たたきました｡
すると､ ばあさまも ほほと わらって､
あわの もちこ
ひとうす ばったら





ゆきより 白い まま くうて
わり木の ような とと そえて
じいさまと ばあさまは､ なっぱの つけもの
かじり かじり､ おゆを のんで､ それでも まる
で 子どもの ように うたを うたって､ おとし
とりを したと｡



























と (魚) で満たされた正月祝いの歌を歌う｡ しかも､























｢かさ (こ) じぞう｣ の冒頭は､ たとえば①では､
｢むかし むかし ある ところに､ じいさまと
ばあさまが ありましたと｡ ／たいそう びんぼう
で､ その 日 その 日を やっと くらして お
りました｡｣ とある｡ 昔話の常套句に続けてまっさ
きに知らされる情報は､ ふたりが極貧だということ
である｡ それ以降､ つぎはぎだらけの手ぬぐい､ 漬
物とお湯という具合に､ ふたりの貧しさが強調され
ながら､ 結末で大どんでん返しが待ち受けていると


















岩崎京子 ｢かさこじぞう｣ は､ 松谷みよ子 ｢かさ
じぞう｣ とともに､ モノでは買えない幸福を描いて､
他の ｢かさ (こ) じぞう｣ とは一線を画す｡ その意


















はなかったろう｡ 岩崎本の場合､ むしろそれは､ 貧
しいながらに＜清福＞に満たされたふたりへの寿ぎ
であったのではないだろうか｡
(平成22年11月26日受理)
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